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集演講蟻科懸鍛

ル硝西　來るにと特意　へ年化すテがが爵今を方依しにに共らに曹゜’ル
　　　　　　　　　　　　　　　リ非繊耳日認法つてパ依後れ工逮最ア
常維義のめがて現ウつ一ま揚に初ル
に素を人らエヴれりて八すを依の認
困の中遭れ業・て1綜九　゜立つ製1
難力1心絹る化ス参氏をQ　って品ル
で水に綜やさコリの造年　 て爾は溶
あ分しにうれiま研るに　 一酸硝液
り解てはにてスし究方佛　 日を化を
ま並人以な参がたが法蘭　百除繊硝
すに造上つり磯゜工の酉　封い維子
上酸絹四てま見併業特の　度て素の
に化＊S種参しせし的許デ　の所共毛
原を工類りたらそにをべ　製謂儘細
料起業あま゜れれ完得ヂ　遭セで管
のしのりし最『qと成ら1　をルすか
便易第また近矢殆しれ氏　開ロから格い一す゜に張どてまが　始1ら水　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもの期が　はり同所し繊　 さス無のWh　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　ロ

尚究を此　醗同時謂た維　れシ論巾
い從形中　酸じ代酸が素　 まル燃にしっ作最　繊圭に化是を　しク焼射　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

叉てつ初　維意英銅が酸　 たを性閏
工工ての　素で國ア共化　が造がし揚場居硝　　をヴのン後銅　　蓬り高て
其とり化　 原イクモ多ア　 が禺い懸
物しま式　料スロx数ン　人すのの
がてす絹　にコスァのモ　造やで欺
硝はカiPt　し1ee式人・　絹う批態
化其併EP　たスパ絹にア　 継に難に
綿のしナ　綜かン縣依溶　 工なを凝
をケ9・ヒ・イ　 カ§ら及iしつ液　 揚り蒙固
取ミ方ト　タi人びはてに　 のまりさ
扱ヵ法e　張遊ビキ研溶　最しませ
ぴルはシ　リ絹1ユ究か　初たしるまS硝ル　工綜ドブをし　で゜feの
すン化ク　業をルロ綾て　あ一がで　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　もかト並は　 的紡のシけ同　 る八其あ
　　　1らPtに佛　に出三ルらじ　と九後り
割　1脱蘭　　特す氏　ク　れ主　　考一硫ま
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麟毛　絹　造　八

ア　のスが行ス方いでスにミ式後倉
ンそ顯コ引く法法のあ法出力もでに
モれに；けのににみるは來ノy我は圃
nで於スなで依較なと現まコ々酸定
ア麸て製いは『つぺら思在しンの化資
法か他遭どなててすはでたトや銅金絹らののかか造安巽れはヴロリアも
綜申二方艶ららいのま前イ1まン掛
は上方法がうれの調すのスルしモる欝げ法を悪かるで節゜ナコのな：ざ
略まに更いとに極も其イ1困實アう
致す劣にと考至て比方Fス難験式云
さ事ら理かへつ急較法ロ法がでがふ
うもな論色らた激的は法tc．俘は最關
とヴいにkれのな容比及依っ矢も係
思　・悉近品までる易較びつて張盛か
ひス寧付質すあ嚢で的キて居り大ら
まコうけ上゜り展あにz漸り液を漸
す1優ての最まをる簡プ次まの極次
゜スる行欠もす途や輩’ロ墜す製め酸
只法もつ職キ゜げうtt法倒上造る化
叢絹のたが・恐’（iに又にさに及や銅
に緑とな羅ブら現考繊較れ製びうア
問にならげロく在へ維べる遭そにン
題關るばら若當人ら素てや債れなモに、すでずれく分斑れ．を冗う額にb ・・

なるあイてはの絹ま分てにも繊まア
リ研らス居ナ聞綜す解のな現維し式
ま究うコるイはのOさ鮎つ在素たに
すをと1やト此約而せにてのを゜堅
の主考スうロヴ九しる於滲所溶併倒
はとへ絹で法イOてやてりで解しさ
醗しら綜あ絹ス％原う工まはす此れ
酸礪れはP綜コ内料な業し安る酸て
繊化ま其まの1外の反的たく方化例
維法すのすやスが値慮に゜な法銅の
素及゜ 早Kう法ヴ段が考ヴい等ア欧
絹び　　織而なが　・も割へ・の凡ン洲
縣酸　度し細榮ス他合てスでてモ大
で化　　共ヴいえコのlc有コ新に昌職
あ銅　 他イ綜て1二少利1たケァ前

＿　48r）　ny



集演麟學’科縣窟・

を絹かか誤ら造便準とし望べめ々り　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　
も

安懸新つり今絹格にし維でて得もま
慣のしたに日綜上して濟あ優るすすに將いや陥のののては的るる除ゐ゜
造來人うる入方改考非’關やと地と是
るの造にの造は良へ常係うもがヴは
　　　1と關絹今で絹御がたに等に劣あイ現
と係綜日は綜承今の重に思らるス在
ををがになを知日で大就はぬとコで
專Av融於か標の以はなてれ顯考1は
念日來てら準や上不事は1まがヘス債
に徒て数うにうに充で省す明ら法格研ら來年か取に躍分塚略゜られにが
究にる後とつ晶進たへ致そかま劣高
す豫やの考て質的るなしれとすつい
る想う人へ天のIcをけまでな9ての
事すに遭ま然改行まれす主つ製居とがる考絹す絹善はぬぼ゜とて造る製
今こへ縣゜綜とれかな只し参反や造
Hとらを私と贋やれら將てり慮うの
焦はれ豫共人格うぬぬ來ヴまもに實
眉無て想は慧のとと問にイし漸考際
の駄なし数絹低は思題於スた次への　　　　　　　カ急なら碍年綜下一ひだけコか關ら反
務話なな前とと寸まとる1戟明れ臆茗
ででいいにのが老す思人ス酷せてが　の　　　　　　　　　　　　　　　　　o
あそのの於將非へ　ひ輩沙酸ら居充
られででて來常に天ま絹の繊dkり分
うよああ今のなく然す懸製維其まに
とりりり日關勢v・絹酉と遭素のす了
考もままの係での縣而天理人品力1解
へ寧すす人を以でのし然論遭質便さ
てろ゜° ｢推てあ方今・絹に絹は格れセ

爾優で而絹察進りは日綜就懸ヴはC
絹良あし縣すんま其のとてのイ伺居
綜なり敬をるですの人の申將ス大ら
のるま年豫こ謬゜品造關上來コにぬ
關人す後想とり併質絹係げは1低の
係造かにしはまる上懸嘆る大ス下と
に絹ら何得或すに及を日事ににせてミ
就綜爾になはか入び標本と有較し梢
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懸　絹　造　人

つに居らのてのり要す思　中原とて
て考る成繊居下まな゜ひ倦に料はは
居へ最り維るですこでまヴはに世あ
るら小立をこラさがとあすイ勿影闇ま
とれのつ浩とツ趾でり゜ス論響一り
云て軍てつをキ繊あま入＝天を般深
ふ居位居て認グ維らす慧1然及にく
此り師る居めラをうか絹ス絹ぼ認考
事まちとるまス水とら綜法懸しめへ
實す繊云織すの若考原のにもてらた
が゜ ﾛふ維゜闇くへ料品付這來れこ
犬輩素こを我にはまfU質て入るてと
遣繊結と小k挾一一一するは申つ時居が
絹維晶が繊はん五゜繊先上て代るご
縣が膿X維此で％元維つげ行が如ざ
の小は線寧元押位來素第まくあくい製繊z、eに婆の付の繊Eli一すのる膜ま
造維日依冨一けア維ヴva前での私せ
及かのる田本てルはイ原μiはでもぬ
性ら所研旦の槻力御ス料先なは信゜
質成で究と繊察リ承コでつかなじ只
上りはで構維致溶知1あ其らかて人
に立略明しをし液のスる原うら居造
非ち々かて箪まにや法繊料かうり絹
常更ロに居繊す浸うに維のとかま孫
なにンさり維としlcあi素繊考とすが
霧総9墾享R難露露2援繋e質需墾
材維‘7居゜讐は脹のはつにれてしし
料がシリ此葺多せ閉木て付ま居てた

ぺのに共はと繊れ管プ定申　 天於料
き粒騰繊更云維を状のさ上　 然てで
も子し維にひか爾態選れげ　の當あ
のかてを小萸らへを操てて　織然る
だら届構結に戊ばなはし見　物天と
ら成る域晶共り顯し最ま海　原然云
うりやし艦一立微てもひい　料織ふ
と立うてか本つ鏡居必まと　の物こ

一487＿



　　　　　　　　　　　集演講學科縣鐡
あま遭は素のしな日人　抗出分斯思
り兎る響は構てい明輩そ張來散謂tN
ま　か元X造編あか絹れ度る並分ま
す古ら性ス式みあに綜では鐸に散す
カ1いグがテは出では製吹大で凝を　゜
併所リなル御さも確造にとあ固起で
しでユいを承れな定上繊なりのさ人
轟夢了奮碧蓼毒と蕊妻讐農芒護ls蓑

裟1毒蒙馨㌻糞隻愚髭鑑窪翼題蓬蓼
でンmeンにには想り要つは出想再製
は氏を及G6主略像まなて小來にび造
今の有ア軍とk酌ぜこ居とた近共の
日講しル位し第のぬとるな人け分主
の造てデにて一結゜だ最り、造れ散意
畿式居ハ付繊衷論是ら小品絹ばしは
蓬或るイー（1維にをがう軍質縣近た極
しはとド早i素掲下確と位はのい粒め
たビか基工のげす1定考譜優内程子て
繊グ云がス化たのしへり良的充を簡
維ノふなテ學やでてま結と組の凝畢
素1やいル的うあゐす晶な織繊固で
化ンうとを反なりなカ1をりが維し繊
撃或なカミ作態形まい不なま元のて維
義5繁蓬羨奮芒県2’itTを’1；羅書灘婁

明・か加つ推て併魂し居　維な組な
すスら水て察居しkてる　と内織し
ると構分三しる今は此繊　近的にで
こ云i造解個たの日人繊維　 け組す居
とふ式ののので多造維素　れ織るる
がやが結水であ敬絹素共　ぱをの繊
出う組果酸あbの綜の物　近持で維
來な立グvaりま研製化の　いつあを
脊会ξ’1奮穿％藷整講輩奨突畠擁
な樽れコる゜此果斯構的　遭造すせ
つ造て1と即繊をう造構i　絹絹かし
て式居スカミ繊維綜では造　 懸縣らめ
しがりを或維索合も今は　のが奨て
　　　　　　一・－n．－4SS＿



練　絹　造　人
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，　　　　　　　　　　　　　集演識學科縣i職

例や1等よ繊　位致1る三出來る
へう子のり維所をしレの天しるノ之
ぱなレ諸成のが成まルでのまとイ等
加式シ種り内一ししとあ腱し云ナの
水でヂの其で方てたXりにたふツ薪
分あ・事の規x居゜ふまはWrやカし
解り1實二則線る此入す水しうラい
に・ま四に分正にとのは゜酸いなイ樽
よす個基子し依考式一所基式こド造
リカ1がいがくるへは及ががはとを式セ繊ス質無繰研繊一五此あ（・）を造は
゜維り最水返究維面の式りにthb．繊
ピ素’1近セさに素に塵でま示壷更維
rbのダシnれ依は於にはすすにに素
1種イヨビてり此て同セが通し其が
スkメルオ居まのは一・・二りての加
がのンガiるし物ゼのビ及で組セ水
出反シ1スとてのログォ五あ立ロ分來慮ヨ氏を云繊ニビリ1（δりてビ解
まをζは作ふ維分オ・・’ス薩まらオの
す考に（III）つこ素子1コのにすれ1一
がへ結のてとはかス亨出は　゜てス種
そま合如居をグらのス來更此あかア
のすしきる認リ成無母方にのりらセ
セるて式とめユる水艦のグ式まニト
ロ上居を考まコと物を読りはすE－；リ
ビにり提へし1云で結明aグ゜犬シ
オ非ま出ら｛スふあ合がコリヒトス
1常竃しる繊輩のりさ完1ユツラに
スに　まN維位でまし全スコバイ依
の都是しに素四あすてにの11ヌつ生合は唱た至はつりo（1工）行他スドチで
成の如゜’リグかま此のきのの氏ルセ
率宜何此まりらすの如ま母無がクロ
がいに式しユ成゜物きせ燈水一リビ
理式もでたコリ　が構んが物九ユオ
論で造は゜1立　繊造゜結でニコ1
的ありグ而ス覧　維式そ合あ一1ス
でり上リし四そ　i素をこしつ年Xと
なまげaて分れ　の提でててにが碍
いすたコ之子が　軍出力居こ提出す

一490－－t



　綜　絹　造　入

　っズしとば論か　へ況LIGヂにOせ生
　て分に云凡しらさらも來キ依国ば瓜
　居子純ふてた成てれ巧るスつ及鷺ふ

　゜ナ伏出あ織晶て繊・出生も性けコア
　詰態しり維質居維　來成出をば1イ
　bは碍まは1る素　ま物來持セスソ
　馨蕩覆需砦識劣羅竃鹿美婁’k羨下
　素のら今同維と慧　帥式　セ1つが、　tt穣ば日”一・t－1渚式　此IC或ル1．1て出
　蕩響砦募羅慧竈繁蓋弩隻1葦碧雀
　羅磐螺璽慧讐lz↓畏寄千季筆垂讐
　類てしで織規繊ル　リなVキリ竺湾
　に多いはを則維氏　　巧リセスン“」：へ
　依少と綿有正のの　に巧ルトと％ら
　つ異云禾しし組稻　繊にロリな　れ　てつふ材交く織え　維論1ンり或ま
　・てこ繋其組はて　素明ズもまは需
　・・居と等の立へ居　のをもβ1兎一
　イリにの繊てルる　化す出來　個而
　ドまな繊維らツや　學る來ま而のし
　的すっ維索れオう　的こまS8し1て
　の゜で素はて1に　性と’il　て゜凡
　性叉居は同屠グセ　質が　或llて
　質結り磐一る民n　を出繊鰭゜結縮
　を晶ましのもがビ　説來維遽1合合
　異質す其構の×オ　 明ま素元の貼し
　にの゜れ邉と線1　しすの性切が海　し大併を式思にス　得゜加のれ加塾
　てきな分をは依の　て3ζ水なる水が
　居さが解持れる無　居酸分い藪分加
　るもらすつま研水　 る化解セ及解水
　も多セるかす究物　 やのにル共を分
　の少ルこど゜．か二　う起依ロの起解
　と異・ロとう然1ら分　 に二るつ1位しを
　考な．1なから結子　考状てぢ置て起
　　　　　　　　＿－491＿



集演講學糾縣翻1

商るすて帥ま素し式製帥素　翠合へ
の原る最ノしをヴ並しパを硝位でら
純料と近ル『使イにてル犯化的はれ
度で綿木V例ふス酸もプす法化ジま
をは繊材ンへこza化綿のこ叉學イす
婁あ維パ繊ばと1銅繊製とは構コ゜
求り素ル維サがスア維造な酸造1從
しまにプ素ル出法ン素法く化にスて
ませ等を以フ來でモとは純銅付のヴ
せんし硝外アるはn同繊弊アてロt　oんく化のイの幸アじ維にンはロス
か而な繊不トでひ式や素取モ全イコ　　　　　の灸しる維純パあにでうにりmくド1　，
從ヴ位素物ルリしはな多出ア同性ス
來イi製のをプまて綿純少す法一・一にを
木ス造原略をす最繊度のこでと可作
材コ費料々石゜初維に攣とは考なる
繊1がに完次尤に素す質が綿へり場
維スi閏使全ともアをるを出繊て著合
素法りひにソ併ル使こ起來維問しに
をでま出除ヂしカふとさた素違い綿
使虞すしき＝・・木？こはぜなをひ差繊
ふ溝かて宏ウ材繊と困まら原がが維
て化h参る桑繊維を難す便料な起素
居法從りこバ維素飴でしふにいつを
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　　　　　　　　　　　カ　解だにでた場劉でせ用是り樹りもつ
　がとは見場合すあるしれま此噛綜て
　起ア凝ま合にるりとてにす圖すの居　つセ圃す等酸影ま云見はし面゜強り
　てトととで性響ずふま特以にそ度ま　i來ン同訪懸硫は゜としに上はれはす
　　　　　　　　　も　まが時出の酸分勿綜た硫に有か硫か
　す逃に蓮横撫り論のら酸なりら酸ら
　かげ中度断をま此組定のるま綜比硫
　ら出かの面使すの織性作とぜの重酸　奨すら早がつ゜實は的用透ぬ直一の
　のだ瓦い第た　験齪にが明が輕一濃
　影け斯も十場　結雑は與に硫は五度　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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縣　絹　悲　人

關　　　　　　　　　　　　て響
肇i、一．　一　圃de第　　蓼喜

理　　　　　　　　　　　　想！
警D£）繕θ∂N・t・o　sCilk嫁

型Xi）iP　d（じ⊃　　量兎
た　　　　　　　　　　　　は兎

患ざ、ん共殊贈化州勧磯
りぎれか儘に横き法此でをの水’要に
享覆轟蓋藷離窩芒離窪宏讐養盆竃弩
が不で断し繊がた化比　 うをのにて
ま規すiて維圓゜法較　と左・方凝横
だ則ρのし素に之のの　し右法固断
其な而形まの近等各爲　 竃し並浴面
庭るしはひ揚く、の種め　煽まにのの
迄形凝主ま合周揚縣に　築需綜組異
行に固としに揚合の酸　な　の成る
っなをして於はに横化　横今組は事
てつ早・℃花て比は断銅　　断日織ヴは
居てく凝墨見較ヴ面ア　面でに・認
り滲し固的る的イをン　のは種スめ
まりた速攣も平ス第モ　縣被々コら
せまら度化旙滑コ十n　を覆の1れ
ぬすもにを酸で1圏ア　多力影xま゜° ､依俘繊あスに渋　くの響の宅
　之少てひ維り縣示及　作大を凝
　等し決豪素まとしび　 るき與岡そ
　の誓定せは％異て硝　，やい岱及し
　　　　　　＿5工5de一



集演講學科綜鑑

蓬酸にり安考遭ボア弱一　はるで
いの依ま定へつツンく定次蓮るあ結
揚濃つすでらてフモな條にも綜り局合度て゜我れざマ：る件浴其のま如
に七もヴ々まうイア順のの嘘性す何は乃ヴ更のすしスがで下性迄質Qな
所至Eコ計゜てタ尤申で質はに尤る
謂一一コ1・り伺要1もす凝を進鷹澤凝
スニ1スまヴ求の凝と固考歩じの固1・％スのし1さ法圃堕にへし浴非浴
レはは純たコる則力化要まての常が
ツ可既粋”所1ると張物すすゐ性に宜
ii’なになでス綜一く硝る上な質弧V、
スリ加もははの致爽酸鞭にいをいカ、
　　　　ねピ強水の水ア性しで臨類先や攣もとンく分を素ル質てポリのづうへの云　“
＝加解沈イカに居タイ量種VCて戎．9、
ン水を澱オリ鷹りツオを々思行はにり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 も

ク分起さンにじまシサ測なはく少是
を解しせの謝てすウィ定るれべしは行をてる濃す浴゜ Dアし凝まき曇要
ひ起居El度るのぞソネ．て固兎もり求
口さる的が抵組こヂ1見剤　の氣せ
金すやにPl－1抗域でウトま殊　 だ昧ら
をもう醗と性を種ムとしに　 らのる
μ1のに酸しは加kと云た鞭、　ゲもる
てと考を鷹張減の諏ふカi類　と¢～綜
か思へ使三うし金ふ順硫の　思透の
らはらひ乃こて鵬や序酸影　 ひ明性
鱗れれま至ざ行及うに盤響　 まな質
縣まます四いく酸になのを　すもに
がすすがのまべに下り凝調　“°の依　o　 o　 し　 －

ま　　酷所すき付つま固べ　併とつ
だ術從酸でがもててす力ま　し云てト流此ての分酸の斯参゜がし　 今ふ異
動凝凝や鯉にぢうり金一た　日やに
性圃闘うがはや云ま属番゜　のうす
をの浴な起非なふすの強そ　人にべ有速中躬つ常い統゜方くれ　造婁き
し度のいてにか計是でiiだに　絹求も
てが硫酸参不とをははでは　隷1の
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増らはで径　理際・離遽又兎　じ居
す今なあは　論のス法心一隔　　てる
と日いり○　上こコは力つ一　癒方
共で間叉土　かと1・にはは　宜法
にはに紡ミ　らをス1依凝凝　にで

面口す方至　　てに段ル其てて　　べ
の金や法○　遠知のド器來來　き
形をうに6　心りエの底るる　も
、を使な依五　　分ま業トの綜縣　　の
　　　　　　　・一一…　o「工7－一一



集演講鵬’科縣6鐡

力1の　　卿iスま瞼．はう々物なよ補A葡
へ三次かコし’をれににのしいひに準
る｛にら1龍しる思攣横得と得近に
ご五凝もス　たではつ断る思らいし
と％圃材の種場あれて面もひれ組や
ものし料場k合らま謬のの、まる織う
あ溶ての合研にうすり形とすとをと
り液來選に究非とカ1まは湾゜思造云
まにた揮もの常思併応四へ口ひらふ
す浸縣を同結にぴし　角ら金ます傾
゜しの適一果困ま浩尤形れのす喜向
硫温内suの表つ竃しもでま・°にを　・
黄度部に現面た　そ極はすの即な帯
を六にせ獄張竈それてな　゜格溶りび
除ごはねは力嘆れに細く例好液歩て
いi遊ばあの硝か依か放へはのし來
た六離なり小子らてい射ば先性矛て
綜五のりまさの口綜口状四つ質盾居
は度硫ますい口金に金に角圓をしる
夏で費せ9も金の特のなな形調てや
tC庭がん叉のを材殊形り口が節居う
漂理存゜此をAl料なをま金1標しPl．c
白し在　の用ふも性種すを準重ま思
粉てし　揚ふる間質々°用でにすは
液除て　合れ場題をに口軌あ縣カミれ
でき居，にば合で輿i墜金早りの併ま
盧まり　はよにあへへのいま張しす
理すま　溶い溶り得る形速す度組゜
桜゜す　液事液まるとに度がを織所
姿麗9．i）箏謂響％警蚕磐霧淫孕翁響

で硫硫　ルら金我憂こて出研後勲う
鞭の黄　ヵかに々形と綜す究庭は云
酸浴は　りに膠がにV4のれし理他ふでに二普　 性な着酷俘か横ば疫をの傾
洗は通　でりす酸ふな断出ら趨方向
ひアに　すまる繊困り面て種當法は
水ル硫　かし蔀維難困の來kにに第
洗力化　ら㌃で索位難形るの行依八
姦老難8ぢ曽窪儘翠経藷蟹禽璽碧
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度適れまにすに参普すは　にをり

圃不謂次のぜ綿す投しの　弧ま蔑

常度様造射人、射遭線全に　　び同　い
にをの絹は造す絹が艦依　 光時事
迅與光縣張絹る縣反とつ　 灘には
速ふ澤のく縣光の射して　 に糞省
にれが内なは線場すて支　 著澤略
行ば現部り透の合るは配　しを致
つ非れのま明量に場光さ　V・増し
て常ま組す性とは合にれ　 影しま
ざにす織゜が人非候封る　響て兎
う濾しに而著造常其しも　を参
しや示依しし舗に反均の　興り唯
　　　　　　　一＿＿519一



　　　　　　　　　　集演講學f，，・瓢獄
　　　　　　　　　　一　　　　得験力書性式　て…糞る更婁で
　　　　ま蜜叉に縣さ起絹のドす相
，，，　基窓隻琶籔孟垂叢籍肇羨建

ミ遷　霧藤：なiil傷1筆轟蓋｛
．、騒OU　　各く云繊如相ナあの因く
uN　　　　癒こふ維く異ンり細は成lk” @　　のとこ素ににモまさ種長
墾IL　劔捲蕩老竃；％綴£髪
壽薬懲　螺省雪撰導論懇農察呈攣
ll　　　　をかまつまととに光すが
主　器警芸％薦髭馨曽鑑讐輩羅
　N尉　　質ふ然りヴままに影とに
S漁　　 其・らまイll亥帝響し酉已　　照川舞毒髭需曇尭奥叢憂誓
　　　　　度重耐從1　澤遥ぼ固れ
　　　　　及大水i來ス　 が絹し．反糸匠
　　諮賜　仲な性人綜　 自継て慮織
1；騨言　暴高髪藷蕩畠震誉援栗
　　3　　を題し縣め　逮かまつ均
　　　　　測でいにと　 しらすて一
　　　　　定あと謝し　

t’

＊瘁K決と
　　．A．　　しら云すて　居つ細定な
roro　a　　たうふる硝　るたいさつ
霧舘講即　 所と欠批化　のヴ程れた
　　　　　が思購難式　は災元る場
　　繍　　　第ははの縣　　主＝澤や合
　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　カ　　　　　ニれ何王酸　 とrはうに
　　　　　表まにな化　 しス穏に壇
裳邊総　銘％鵠忌禦暴督奮、賓碧
　　　　　　　　　　　　’セ　　　　　き私しのン　閲酪ならて
　　　　　結共てはモ　　に酸つれ限
　　　　　果の居耐a　際繊てまを　　　　　を實・・るオくア　 し，維i來％兎

　　　　　　・一．一．　or20　v



縣　絹　燈　入

を絹　 径揚人乾減ば叉
計綜以で合造燥率先綿各
り及上申の絹時はつの人N

第ヴの上強継に約差一造メ⑱；Un吟餌
十イ事げ度の既七支二絹一スにま減場にOへ六綜勢X…轟湧W，
勢7篁鷲讐夫獄経1濤翻1
如スは　著麟四〇のに燥　　蛍11

果取の　あ維可逮なて弧誌輿纂葱蓼
をつグ　リ素なしかも度　　　鼠電
得てナ　まのりまらやは　　　Pls
ら漁1。せ時大すうエ1略　　　11れ度ル　んにき゜か劣々　　　並蕊
まカミ氏　　oはV・ことつ｛以
し二の’ @而彊がの思てた旨轟F：¢ゆ
lcO行　 し度滋貼ぴ居やのoPtlobo　　コ

　四つ　ては潤がまりう
綿○た　 仲一時人すまなもプミ實　 長一・に造aすも
天五験　 i率四は絹而がの
i然％が　 もの四綜し併で鵠諺o。le　te
絹の非　天も○の漁し蕪blob6b°
縣場常　 然の％著つ綴論
も合な　 絹がにした布絹
漁及参　縣漁もい場の綜
潤灘考　其る上欠合鮎の
す潤と　他とり黙のか四Pt　A－te　te
る時な　とiLkまで張ら二gg　go忠註驚
とにり　殆六すあ度見キPt於ま　　どrc　°りはて・
のけす　攣下然・ま非之と
仲る゜　りるしす常位は

及率綿　 ぬでは仲つ度に
弧及綜　　゜i＃“繊長てがな
　　i度弧天　 是つ維率其あら
襲渡然　はた素ものれ交
　　　　　　一d「21一



集演講i學科系糸鐡

斯ふ　　　　1　　　　　　　　　線うや　　　圃　剛　十　第　　　 は

o

製て　　　　　［・ad　9／o鍬扉　　　　　　を
造起　　　　　　　　　　 ’　　示
のるしう綜にて及い示スす言く然し’
プの得なの非増ぴのしコがすなるま
　　　　　　　　　　　コリだる作内常加全でま1それりにす
ンらに用部なし々すしスればまヴが
シう至をにギて漁がただが分すイ而
プとるなすヤ來潤滋がけ非子゜スし
ル云かし：つプまと慶登に常の此コ此
はふら繊かがす塘がく就に流縦1の髄tc．だ維りあ゜加七乾て大動軸ス緬
に私と素滲る九し二燥行き性との向
申共思分透の○て○のつくを横場は
　　　　　　　　カしはは子しは％來三揚たな現軸合さ
ま糧れ乃て全とる四合實つしのにし
　　　　　　　　でしkま至水漁全と四に験てて比はて
たの％粒はし漁伸・一・・：は結來居例そ著
や實　 子一たし長八伸果まる自pれし
う験然・は種場た率○びをすも匿困がく
　　　　　　　　1　　　　　　　oにをら自機合揚は九は第　 のは非あ
ゲ綜ぱ由械に合そO非十更で流常リル合斯に油はとれ充常二にあ動にま
」りこしう流の水のに七に圓ヴリ’tge．著せ
態竃云動やが闇從％少にイま換し！ヒ
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　綜　絹　迭　人

戴煮　圃”一・・第　謙
讐，奪借吻％”tfe　t　97％　 念垂

て　o！f　　　　　　　　　　　　　　　云Ct
難荏゜・4τ。．freダ／。塩〆・・2“°託

季f”季糞義肇羅蓬鐘攣望㌻灘毛；寛

　゜レ゜がは爲鐸す的起繊と素　及状
即1叉一加めがや本す維云の而び態
膨ト其度水カミ間う質に素ふコしゲa
脹の中加分現違にを至は爲”てレ遮
し本聞水解在つ注犯るとでイ入1綾
’易禮に分或にて意さのかあド愚シ性
いはは解は於居するでくり的絹ヨ繊
欺はセ或酸てるるSあ共ま攣綜ン綜
蓄宴晋簸砦癒馨雲妻契案需砦難援髪
なり1化起維かはくす質所理につす．
つ分スをす素蚕あコ゜をが想使ての
たり《起のははり・勿犯此rl勺ふ瀧に
コまイしで分其まイ論さのに化らあ
ロせドまあ解のすド繊れ化完躍れ・り’
イぬレすりを調tx｝的維て學金反るま
　　　　　　　＿523一



粟演講學科、縣霊霞

・素り　　は素れ而ぴ出等防ス　1て　　ド
めま然其がたもま來分止コあ僅而的
配すらの明場其する子し1－一かし攣列゜ぱ耐か合等゜と乃得ス個な最質
を無虻水に著が既し至な及叉が近繊
し論耐性化し作にて粒い共はらの維
てヴ水は墨ぐる繊も子の他撒異繊素
規イ性更的吸人維土のでの個つ維で
則スはに攣水遭素粟配あ方がて素あ
正コ人k一化』絹分的列り法加居化り
し1ま宣麿啓P其綜子i操をまに水る學ま
くス絹弱加ののが作しす於分とかす
均の綜く水張組セのて゜て解見ら゜
齊i製のな分1変織ル場規從鋪した考
な造仕つ解のがP合則つ何て方へ
ら方上てや賜と1に正てに出がる
し法塵参酸まかスはし織巧來正と　　　　　　　ロ　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
む其理り化るくハかく維にる當此
る物にまを事不イな均素反もかの
新を依す起は均ドリ齊分悠のとセ
し研つ゜し當一レ困な子をと思ル
い究て　求然な1難らは調考はロ
製し改　化でもトでし吸齢へれ書
造て善　 繊あのとあむ水しるまス方繊す　維らでなりる性てのす《
法維る　嚢うあり叉事をもでoイ
を素こ　 やとる吸費は増セあ即ド
考をと　酸考と水用鍾しルリ繊レ
案少が　化へす性も論てロま維1
しし出　繊まれを掛上参1す素F出も來　維すば帯り3ζりス゜分は
す犯な　i素゜天ぶ易はま2：・而子花
事すい　 と夏造るA少すイし樽學はこか　域に絹もとく゜ド何造的
狭とと　つ一縣のはと而レれ中に
ド本な瞬　　て歩をに出も　も　1　にの繊
義く、ふ　 居進水なi來實術トし酸維
と而間　るんのつな験共のて素素
しも題　場で中てい上上生も橋とて繊で　合織に居とでに域ジ↑は、
必維あ　に維入り思は共は，イ0極
　　　　　　＿＿－524一



一ニム＿
ひよ方の化　ル率乾サま且性即云要

方のし々のに水元増ト猫り．あTのし
法はやに運読をの加の逸両リハも又

造とすし自れなル長なルあ　とでで

にら向かな゜云一減液グせもとまtり
re．れをらっepふ万少に氏ん此を兎も
用ま顯流てヴ事七し常嫉での以一ヂ

てオまたそイさ牧ふ分の料てi狸テ海
は1す粒こルれし事にフに見すノ綜
幾グ゜子でムまたを膨・（謝まる1書．

困竃しのに脹゜反ししを親カミあ稔に
難駿上特錘ma　しま映膨和其つす腱
がはつ有りに　上し次脹力の一（．る理

まにイ晶けて　如それへしとに方耐
す面ル性ジ多　 くれにばくし依法水
゜白ムにイ少　庭か錘力減てつも性
例いの慮ルの　理らりル少綜，てあを
へこ組じム度　し夏をシしは綜り興
ばと織二をに　　たに付ユて硬のまへ
多とは定緊ヅ　フ吸けウ参化耐する
数思元の張ル　イ水てかり秘水゜と
　　　　　　　dW　525　・＿＿一一
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　　　　　　　　　　　　．＿璽乱演講塁科新i舐

　れ夙kと，りる一の人除維を有むにの
　　るヘコ警’云ます○晶造か素囲する工綜
　　e移等へ兎る位質絹れ人定る方夫に
　と動をま　にには縣て造さ聞法を均
　瞥を鷲竃叢墓笹努持㌘魏甚握縦箸疋
　繊來し肖理てて改てもので動にまn・一
　維るて然論切居満其の組あ張もす様
　組に居界上れりさので織り力種i°な
　織しるにかるまれ品あをま電k而る
　をて化於ら程す藪質ら改す氣あし緊
　’形職合て湾で゜年をう善゜等る融張
　成其物綿へあ又前試とす之のやつ力
　しのがやてつ漁の験考る等工うて豪
　三化喚絹人た潤もしへ事にナに考茄
　行合場縣造のしの’たらは關1思へへ
　き物虚や絹カミたは記れ禿しヂはるる
　まので共綜今揚張録ま分て1れのと
　％瀦震纏緕息禽袈篠需罷癖孟季葵至
　然性さ々織はは僅存現的究へ゜造と
　るにれのがか0かしにで中て即絹と　1雲慮る繊tt“な八にて私あで繊凝縣は
　斯じに維のリキ四居共bあ維固を甚
　の三しが繊にロ八りは今こりi素の紐だ
　如配て生維引位キま過fllま分際織困
　く列嚢成の張にロす去批す子叉す難
　比し或さ組つな位が七難゜のはるで
　較πはれ織てつで奨年さ要結凝粒あ
　的外他てにもてあののれす晶固子り
　長部の行近切一つ結間てる性しのま
F　時か揚く付れ寸た果年居にをた配す
　闘ら所方いな引のか々るヴ利ば列゜
　をスで法てい張t（iら一種更用かを從
　i要ト合を來程つ今見會々コしりして
　す　レ成考た度．た　周　て批の　1　てで’て機
　るスさへもにだでもで欠ス配省均械
　FAをれてのなけは人造貼を列流i齊装
　然加て見でつで九造らは初の動な置
　的へ典まあても乃絹れ漸め方性ら共
　の　ら揚する居．す至綜，た次繊向を　し他
　　　　　　　　一523、一一，・・－e，



　宗糸　絹　 池　 人

5響肇玉発酪呈キ属途蓬ヴ穫6葎漢
と居利三而酸すると絹さ・を接りを
稔る用千し繊゜熈占し緑れス有合得瞬

りδ酸行の從　で繊得事法るてで入

維す孫でル料　 のす考そ善　 りみふ
素゜の居ロと　物る究れす　まな揚
絹叉製つ1し　の人すとべ　充ら合
懸最造たスて　人造る同き　　すに
も近を塗愈用　澁絹事時餅ミ　之天峰
初，に開料砒ぴ　絹懸がに±也　等然種
めは始がはら　縣を必他非　 は繊々
の米致要大れ　 で考要方常・ 不維の
．闇國しら規辣　はへでにに　純に無
はでまな模に　　な付あ於多　物於理
械もしくに欺　 く．いりてく　でてが
は共たな其州　 共たま繊將　 はは起
高の　Jつの大　のゐS：維來　あ繊つ
く製現て製戦　1エで　’素ヴ　　り維℃
藥造在了造に　スあ而入イ　ま索來
めをセつを當　テリし遇ス　すの『
に開レた行つ　　ル豪て絹コ　カ1結至11
く始二のぴて　 かす我綜1　繊品底
くし！でま多　ら曽々よス　維分天
到巽ス9－Cし景　出之峡り絹　 の子然
底のと庭たに　來は尤も赫　強及繊
工製穏でが使　 て繊も更の　度び維
業品へ共ギ用　居維手に品　　に小の
rl勺を・て酉9：和さ　 る素近優質’　重繊如
にラ市酸にれ　　のをか良は　　大・維9
成ス揚繊なま　で原なな大　 なは組
功トに、維つし　あ料るるに　る種織
　　　　　　　一527＿



　　1　　　　　　　　　集演講學科縣餓
水ま　 色く性す的璽箪コ基　 少に蓬す
酷す醗kなのる分普位は酷しなにる酸」酸のり少に解通の酷酸くつ低も
と醗繊性まな過がの繊酸繊申てくの
を酸維質すいぎ起欺維基維上謬なで一繊爽を゜のまる態素tc素げりりは
三維は與伺はせのに中依のてま話な
○素比へ其當ん突於のて製見し質い
1の較るの然゜そて三置i澁たたもと
一・ ｻ的こ上の此れ吸つ換はい゜向脅
四造新とに事酷に水のさ普とで上へ
○にしが比で酸依分水れ通思次しら
婁はい出竣あ繊つは酸るのひにヴれ
癒無も來弾つ維て・一基の酷ま此、“・居’
に水のる性て素吸1がで酸す酷スま
熱酷での或而を水二釜あ化゜酸コし
し酸あではし溶性％くっの　繊1た
頂をりあ可て液は程酪て方　　維スが
醗用まり塑吸と多度酸そ砂法　索の甫
酸ひすま性水9少の基．てに　の欠し
化まかす等性そ麦もで繊從　絹黙数生需ら゜をのれ配の置維つ　縣を年
行　典　適少をさでき素て　製有來
ひ最の　 宜い更れあ換の行　 造し共
ま初製　　に結にま　リへ吸は　　並なゐ
しシ造　加果凝す、まら水れ　にいi
な言拳　減と圃th｝需れ性ま　其新格
　ツ乞　すしぜ而　たはす　將人は
而エ少　る『しし只場薯゜　來蓬當
しンし　こ漁め大其食し而　に絹初
斯べ詳　と潤て略揚即くし　付綜予
うルし　がし作一合≒減て　きと想
云ゲく　出てつ1に酷少繊　我しさ
ふル申　來もた二繊酸さ維　々てれ
高氏上　 ま強人％維繊れ素　 の珍て
いはげ　す度造の素維ま分　研重居
温繊た　かは絹吸其素す子　究さつ
度維い　戦失綜水物に゜中　をれた
に素と　從はの性のあ着の　基るよ’
於と思　つれ吸を化つし水　とやり
て無ひ　てな水有學てC・酸　 しうトも

一一＿一一　51，S－』



懸　絹　遣　人

の同三だ所る素た外　繊にし度ま鷹
で時酷゜がとをフに併維もてをせ緻
雪贔難碁天聚漿fu暴黍茎蕎果曙鬼糞

ま維維方Oる分ムどら業一利常そはす素”ee法三フ解は溶さの例i益温こ．容
゜のをに年イし非解う基をででで易
斯母作依頃ル求常致や礎見あ酷一に
う燈りるにム化にしつがるり酸八分
しに茨と』米或繊脆まて確課ま化七解
てもで5i｝國は維搦せ作立ですを九を
作多そつの綜素でぬつしあか行年起
っ少れ繊Yのとあ゜たたり亀ふフし
たのを維イ性しつ而酷のま適方ラで
酪度加素ル質てても酸です當法ン了酸の水母スば使使其繊あ゜なをチぴ
繊化分磯と非ふ用ク維りそ接獲モま
維學解の云常特にP素まし燭明ン需
素的し構ふva許堪・のすて齊1致ト
の攣て遭人脆がヘフ溶゜常をしと斯
フ質£的が溺現まオ解　温用ま云う
イをス崩薪とれせル性　でひしふ云
ル起テ壌しなてんムは　酷’（1た入ふ
ムさルのいり居゜溶非　酸温　》は高
或しの趨方且りそ液常　化度一硫い
はめ鹸ら法軟まこかに　が並般酸淵
縣で化ぬを弱すでら限　行にに或度
はブをや獲で゜種クら　は墜高はは
靱セ起う見あ併々ロれ　れ力温盤工
軟トさな致つな改ロて　るを度化業
性ンし注してが艮フ居　や下や亜的
ににめ意ま封ら法オつ　 うげ高鈴に
富可こ1のし底水がルて　にや璽を考
ん溶譜下て實化試ムグ　なう力接へ
で性酸で特用繊みを・　　つとの燭て
居の化醐許に維ら蒸n　て致使齊1も
ても物酸を耐素91；稜フ　勃しfF］に有
毬のと化取へを先しオ　めまに使利
てとなをりま使づでル　 てす工つで
實なす行ませ用繊作ム　酷が場窯あ、用すとひしんす維つ以　酸叢と温り
　　　　　o
　　　　　　　－52）＿



　　　　　　　　　　集演講學科i孫鍛
てと非素を浬ま維か水解　 す1　に
居し常の使或す素ら醐すそ゜ス此適
bてに化ひはカiは一酸るれ其と方し
ま用長學ま高其其般と性で原樗法て
すひく的す鎚ののにだ質今因しに居
カミま掛分゜を揚酷稀けを日は市依り
是需つ解鷺使合酸繹で輿で酷揚っま
は　 πを類はに化鮒進へは酸t’Cてす
少硫工成をなは浴と行噛や成化出バ゜
し酸業る用け禺のし致うるにしイマ
意の的べふれ來中てしとべ際てヤイ
味作にくるばたに氷ますくし居1ル
を用は起特な酷溶酷する繊てり毒ス

い化心いalぬ素まへはの隠母而ル方
や反がやあかはすま固研の腿しrr法
う慮出うりら溶゜す髄究化の共イは
での來にま？け又゜一が撃化のド今
あ結なすすこす稀而方遭的墨製代日
り果いるth｝でにi際しはん崩的品用酷
まとの爲臨接留maて液で壌攣は晶酸
竃しでで類燭まと氷鵬來帥化弾を繊
　てああを剛りし酷nS：て加が性作維
と生りり使とまて酸從居水著に1i素
申すまま用し1四をつり分し乏そ製

浴団一し的瞳之素すは酷さに弱り準
中定般其は酸だや揚不酸しあでツに
にす的結酸若けぺ合均化めり可Fな
はるに果のくでンva一反すま塑ぜっ
無にはと力ははゾはva慮にす性nて
水あ硫しをそ前1出なはア゜がン居　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　｝酷る酸て弱れのル來り繊セ　 張或1り
酸とをはめらや等た勝維ン　 よはま
が読接反てのうも酷ち素1・　すセす
逡か鰯態繊朧に用酸でとに　 ぎリo
入・れ剤が維類高ひ繊す無溶　 ま＝

　　　　　　＿530＿



綜　絹　造　人

ひテ維化うど傾テてちし當元す一つ
ま1＊のに例向ル繊滲ての來ζ方で
需’ 桝p鑑藁窪集墨嚢嚢黙臨誰需鰹竪

犠％雲鑑％撃議覆妻響鶏毛窪薯轄醗
響璽鍛莫暴象馨竃ialt讐然窪繕義茱

綾舗筈養墨罷馨展雪鑑％窪蕪t2鴛f’

繋；ぞ課茎鵬を窪享慰磐竃肇窺羅晟

髭概｝享架貧讐暴轟需9議露勢皇盆
學けセと分ぱをて維更ン酸に濠　定
袈詫1灘雑酸彗馨書髪霧叢嚢蘂毛籍
慮てF素用でてら硫ふ透牧す逞ては
を孫及はを充居る酸べ速しるれそ有
及のグ加有分りSエき度て速るれ力
ぼ性リ水し優ま如ス事は膨度爲をで
さ質・・分て良すく．テは早脹はに酷ぽ
なはコ解居な゜中ル酪まを・比酷酸あ
い脆1をり晶傭聞は酸つ起較酸！，4り
やくス受ま物工生漸化てし的化浴ま
うなたけすが業成次の來まにもにせ
墨璽多泉奮墨曽黎護魏享玄響翌震殆
作しア化囎るは作工に⊇さて蜜し所
業まセ繊酸や殆るス於epう組充まが
　　　　　　　＿531一



集演講學科縣鍛

　　拙作なり　繊酸反内初う所化　
を

　醐劣りりまア維化慮外期にで學そ調
　酸で更ますセ素をにでにも酷的れ節
　化すにせ゜トと受相あ酷考酸分でし
　にがそぬ從ンのけ當つ酸へ化解醗て　於今れ　゜つに混てのて化らがを酸行
　てのを今て溶合居時恰浴れ起起繊く
　稀所鹸の工解物ら聞もかまるこ維事
　繹と化所業すですが二らす時さ素が　　　　　　　　も　　　　　　　　剤れしで的るそ表掛酷酷がにせの必　と以てはにもれ面り酸酸竃はす製要
　し外酷直はのをだま工繊際G・，に造で
　てに酸接此は全けすス維に軍所はあ
　氷簡基にのC6髄がかテ素於位謂今り
　酷軍一一1二箪、と酷6ルをて中標fHま
　酸容個酪佃位し酸酷が取はの溝で需
　を易を酸の中て化酸出り此三的は
　使な除化酷の分し化i來出三個な之是
　つ方き度酸O折てのるしつの繊をが
　た法去の基悶す居初やてのO維二酷
　揚がるもの基るま期う其O国素段酸
　合なとの這三かすににの国基のに繊
　にい云はλ個q°於考醗基にギ分維
　嘆やふ出つの酷そてへ酸はnt酷け素
　顯う方來た中酸れはら基同つ酸て製
　微に法まも二化で繊れを時づ工行癒
　鏡思をせの個度嵩維ま定につスひ中
　のは取ん邸がは來のす量酷順テまの
　下れつ゜二醗低た内゜し酸次ルす最
　でまて最酷酸くも部而て化にを　゜も
　見す居初酸基出のはし見作酷慧帥困
　まOりに二繊でるは元是る用酸るち難
．す　ま三維置の醗のはζを基の第な
　と　す醗素攣で酸繊誤其受がを一る　繊　　゜酸をはあ化維りのけ這目段所
　維　 此化造つり繊素で量ま入的でで
　は　方工らたま維で詰はすつにはあ　初　 法スなもす素少ゴ約、°てし繊り
　め　はテけの゜とし醗四反行ま・維ま
　に　甚ルれで、元も酸○憲く％素！
　膨　だをばあ’　の酷化％のや　の

一532一



懸　絹　造　’入

　　　まし化ユ温す一れ氷ル燭ま隈
　　　すたをk度゜t・ま醗ス剤％し
　　　゜°行1は伺行実酸のを　　7’C
　　　　共ぴパ非大き只三提使醗で
　nx　　　の液1常にま之○出つ酸表
　轟　　結が薄な注すで○した化面
¢陸　　果透葉影意力1酷1たり浴か
O陥　　 は明紙響を工酸四方配のら
　9　　第にぞを要業化○法合組漸
　　　　四な使及す的をOを比炭次
　　　　表つ用ぼるに行量專例に液
　　　　にたしすごやひ硫らを付の
　　　　禍黙上もとる’ま酸用用き中
　va　va婆叢誇写籠馨毒一F験突芒簿

　爾　　通て浴あ酸に食一竃りて解
9灘　　 り反をり化は實二　 しはし
ぎ澤OS　でig用まを温験fi　epて無分
　as　誕霧tt需誉肇繋驚馨管讐警
　　　　につ○私る均ちひ素ま特繊　　辮　 依たゼ共揚一ばま一す許維
　　　　つも0は合にビす○カミがは
　　　　ての盆セのし1　°O工あ段
　li　　反とoルva掩力是量業りko　　お　　　　　　．　　　臆｛　考　　西　　ロ　　度　　宰ド　　1　　カミ　　に　　白勺　　ま　　痔

　　　　薯的三場とに掩に無つ許り、
　　　　しに○でのすき一水との途
　　　　い反度使關る廻番酪古中に
　　　　相慮藩つ係装しや酸くに全
§ge　　違時導てで置てり三三一は蝿
8鯛　　　の聞の居あが居易〇八非が
　　　　あを各りり必れい〇六常溶
　　　　る計温まま要はや1三にけ
　　　　事つ度すすで反う四年寄て
　　　　がてでヂ゜あ慮に○に二抜し
　　　　分見酷ジ殊りは思Qマなま
　　　　りま酸1にま均は量イ接ぴ
　　　　　　＿533一



集演講學斜綜ト銀

　防例來云コ致籔維にり
　ぐばなふロしが素示ま以
　方浴いこイま一がすす上
　法の例とドせ○一如が各　　　　　　　　　　s　と中がは性ん以鑓く繊酷L　しに澤非は゜上條温維酸
　て綿山常著以と件度素繊wocoAen－1
　はをあにし上なのの其維『OOOO
　掩入り必くのり下上の素
　絆れま要傷結までる物の
　をるすでけ県すフにの酪　　　　　　　　a　完とカミあらかと；4麓ll生酸
　発磯そりれら醗リて質化
，　に熟うまるし酸ン還は度
　しししすもて繊グ元著は　局また゜の溢維溶性し敦．、
　部す場只と慶索液のくれ貿鍵lll　9設
　的が合叢考ははを甚異もOOO「「oUl
　のこにでへ瓢既浬しっE
　嚢れは淀ら○に兀くて酷
　熱をど意れ度非し大居酸
　が不ζすま以常てとり繊
　起注かるす下に杯なま維　ら意にご゜で結幽るす素國
　ぬに見と從なr稲す事oに

　　　　　　　　　　　ら　せとた度慮な付瓦ら素1酷
　ね良敏で中らい数れの酸
　は品黙行濫ぬてでま麗基
　　　　　　1　なはがつ度そフ表す元を・　bII3あてのれイは　゜性六
　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ま來’るも上以ルし還を二日ドgpg鮮　せまの良昇上・て元見究露ge認es忠
　んせで好をで叉あ性ま％　°んあの抑ははりはす含
　3ぐOりも型薄繊懸ま百と有
　少そまのす維をす瓦第し　　　　　　　　e　しれすがる素形　の四て　大を゜出との成鋼繊表居

一＿＿．＿　o「34－一



縣　絹　造　入

。てやがも行素゜でがなま　とく1

婬哲集麗漫震服毒至春票窪

せ繊に三常解法ナリζ聾業も室研の原い
ま維は酷にとがにmeとので究研因製

アすと維にてまら正嘆りを行果竃出
セるけ素なもすしな化ま取ふは　架

ににぬ澱参的　し，爲は慮此ふなの除例
溶繊゜しりで私めtiの爲揚翠参談が
け維而てまは共に酷機め合想考でょ
る素し謬すなの氷酸械にと的にあく
も母次り゜く實酪織化ケ同のはりあ
のmaでまts’＝験酸維がミ様方なまり
にに所す三部にの素必力に法らすま
な輕謂゜酷分よ代とes・y凡をぬ空ミ亥

來る作沈維はす稀て・リヂ條なふ室れ

　　　　　　　．＿一　535　一一



集演講學科縣窟

　　　　　　　　　此で分がいま
　　　　　一　　　三第の出てす水一。　Vx～しr　　　つ三無來あ゜解

い！｝’｝（’一》 @　訳　　表をつは共すに
．、8N9♂　w募費憲欝髭姦無
　　　　　　　　組無りのの維酸
　8　8魯団磐議婁業奮餐蒙

　　　　　訳羅　 得全二を方てた
　　　　　　ee鼻葉無素続議奮
　　　　　　講　 ま酷水すて酸中
　　　　　翻　　 す酸酪る少五に　霧　　9　　瀕　　゜に酸にしo適
　m°　Pva醇　髪ξ琴斎夫豊
　　　　　　漉　　 上度る究Oの
　　　　　　　　　に水よ致％水
　　　　　　　　　尚和　り　し水を
　N　　　　鮮　　　 幾すやま五加
　ド　　←・　　　．　分るxしOへ　くつ　　　　　 co　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　m・　衆存釜亀、1憂
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　　　　　　　　　つ・のを’JJnを一
　鱒　，，贈　醗蔓努嬬
　縮　　誤　麟｝　　 る加たでる度
　　　　　照胤　　　楊へ場三やで
　　　　　　　　　合た合種う保
　　　　　　　　　で場でのに持
　　　　　　　　　す合幾浴書し　　　　　　　　　　o
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縣　翻　邉’入

へ製近て案とて；三なにに
t造い見外・R共酷！りよ示此　。。
見及もま’に素の酸示著つしの，．．，。。，．．，k．。。e。，．，

嶺荒象亥嵩搾難茎糧芒覆碧毯t6
患馨磐笙櫨6雫書電間2魔露“§
塾羅農霧集簿崇管箋究誉里繍一～
％塁髪象与芒簿差窮1・季轟碧翫ee
粘業へ一來く，らり合云゜闇黒
度のら番まエれまにふ第反酪
は金れ良すスなすは銅．一鷹酸　 畠

コエまい゜テい゜繊慣のを繊　 b
ロ程すや次ルも粘維を場行維
イを　゜うにのの度素示合つ素
ド粘蝕に三鹸とはのしにたを
計度戸に思種化思や分まは場投
とに少はのもはN解す醗合入ま依しれ酷起れ高は゜酸匹し
でつ傍ま酸りまく割叉基酷霊　 霞

稻て道す繊繊す一合共は酸水　
QO

へ＝に゜ ﾛ維゜二にの．ftk基解
らン入以素素第を少六り含の
れトリ上のの三示な％滅有様
てロまのア分のしくアリ茸子
居1す結セ解蝪ま9セま鋼を　 Pt

るルが果トも合す而Fせ便見　 呂

如し酷かン起の゜もンぬ粘ま
くや酸ら溶つ如是酷溶゜ �ｵ
ゴう繊水液てくは酸液併皮たロと維解か楽水繊基のし膜゜
イす素浴らまが維の粘’ @1強典
ドるやのフす過素減度維度の
性提ヴ組イ゜量の少は索等結　 ge

の案更成ル所に分ぱ低のが果　　＆
極にコはムが存解著く分浴は
て付1錐を粘准がしし解の第
軸てスニ迭度す少くては種五徴考のにつはるく略四可類表　　　　・
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　　　　　　　　　　　集演講離科綜懲

　　wOムすア法行主　 い成若翠す見度な
とでるセがび義億と品しに゜まはる
・云あ場1・あまと水粘で此膨こす下憂
ふる合ンりすし解度はの脹れとつ化　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
やとににそ　てはだあ場をは粘てに
うかは完う之は一けり合呈其度参依
なセ成至でれ成般でまにすのはりつ
もルるにすはるにはせ濃る酷著まで
のロベ溶al｝’如た温過ん度に酸しす饗
をイくけ今何け度が゜が止繊く゜化
作ド粘質日に低四起で低ま維高從を
り代度適でもい○りあいり素いつ示
ま用を當に拙温度まbと溶がのてす
す品下なや劣度内すま沈液溶に粘も゜を嫡粘はなを外゜す澱全解係度v）
人作一度り方刑で　 かと腿性はので
浩るこ二を二法ふ行　 らなが及ら高あ
絹場乃示浴でるひ　粘つゼびすいり
縣合至す法あがま　度てリ分ジもま
のに二にをりよす　 以現1散イのす原峰蹴至用まろ潜　 外れの性ル程゜
料弾遽つぴすし此　にま性にムよ而
と性のたま゜い際　 樹す質乏のいししをもらす一゜の　 他゜をし性とて
て要の作゜浴9悼ｷ　の又轡く質さ＿
は求を業而で酸度　 性粘びブはれ般
人し取をしWt化も　質度てセ良てに遊まり’ ¥て度と極　 を一衆ト好居粘
絹すま止水に水て　考二るンでり度
maか％し解；解璽　慮と結t・　’なまは
の軌　　ま申醗と大　　吃稻果依くすコ
婁粘所す時酸はな　 分しでっ亘゜ロ
求度が゜々繊一る　散てあて曇然イ
に　の　活飛　試維’般’結　　 相　も　る　充　り　る　ド

鷹高動行料素に果　　の必と分をに性
じh鴇機をを二を　　竃す考に帯第の
て帥藁の取作段與　 相しへ溶び三滅
粘六の翼りりにへ　をもら解ての少
度五フ塗そ得分ま　確同れさ居場と
をiイ料れるけす　め一まれり合共適七ルにが方てQ　な，の1；づ1まをに
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　　　　　　　　　「懸　絹　造　八

フ剤ふ此中です臭酸て此力1此りの居
テと事の和もかをを滅のと虞ンーる
ンしを方し完ら放其少分かに酉定と
酸て見間て全酷つ儘L解くあ同容思
は選IMに居に酸にに最性分り一積ぴ
酷鐸し少り除繊至し後は解ま條がま
酸しましまき維りてに主しす件一兎
　　　　　　　＿＿539岬
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甚；°畳至籍藩潔亀讃箒磐縞玄雲萎
人セ竃％酸　 つああし方ま等とフ膨造Fアの繊　 実りまて法すの読テ脹
絹ンセ濃維　Nとbしで゜有酸ンさ
孫のF度素　くは一ま’酷　害は酸せ
を回ンと絹　化一つ軌酸　作眉の扉
造牧の蔓懸　 農tこは繊　 用次石凝
るを圓その　全想とた維　 を塵汐ξさ
場簡牧れ紡　般像にが素　呈と盤せ
合箪ををkH　にさ波ちの　しなをる
のvaN一に　亘れ頭つ不　まつ安作
酷し難般峡　 つなしと安　 せて定用酸たにに酷　ていても定　ん圃ewを
羅喜葱集馨獲奪蒼星獲’書乞奮
素よのの維　」あとな除．　フれてて
のいは中＊　　そり却くか　テま極居
性と愚にの　 れまてなれ　 ンすてb筆豪姦鑑；還1；寂茎享馨iil饗孚
あまでしト　ら1比考しO　かしにe
り兎あまン　ぬ頃が竃之　りて酪，
＄．＄需護／tt霞崇堕経覆努難
力こ　充併を　 先飴く諸談　 くに維共　　　し用　生りな一stで　高ナ素
の　 聾酷ひ　 並繊り生す　級フ製
性　乾酸ま　に維ま方が　のテ品
貿　式繊兎　同素すの二　脂・に
蓋潜黎葡答繁譜饗敷鍵禦誘
接　依の述　力り酸見は　盤出し
に　 り場と　をに繊を鹸　類來て縣　 興合同　借立維おり　もま見
の’ @氣にじ　 り舘素聰酪　同すま
性　中は理　てつとき酸　様けし
質　に水由　居て石致繊　のれた
を　射中で　 り居油し維　敷ど゜
　　　　　　一　510＿



緑　絹　遭層入　　　’

然上者り度強魔　　　　　 婆

絹　　に　　に　　岡IJ　に　　度　　　　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノE

標てま呈まく，す醗k鶉ts黎88　需
準來すし’り伸る酸　　　　　国
にるo・で鍵長ま化　　　 ’　　戚
取も各來化率で度
れのkまがももの
ばで得すあ大な酷　　　　　　 鵬

ぜあ失゜りきく．酸　　　　　　7”e

三鞍麓縮鐸罷畿薬）を
1° 窿Zが性御をスどうラ挿質了紡　　　　　　辮

lli挨窟薯墨唇署篶b’PtANb°9．

逝はりのくま思の
い需ま代なすひ性や用す表つ゜ま質
う者が的て而すを　　じ　　　　　　　じ

にの原製さし環比　　　　　 富
思要料品う酷酷較en：・r戸揮藁湘
競藷離霧を轄轄髪鵠8闘R繋
ま依繊り吸度度結
すつ維米水がが果
゜て素國性五四を　y　　塗
　異ののが五八第　弩　 ．昌
　い性ラず％％六　9　　馨
　ま質スつ漫内表
　すはトとた外に
　が其ロ減なの示　　　若儘ンつるもし
　し緑はてとのま　天の後参強にし
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集演講學科綜獄

浴其ま　 のる％す加てす液解るい
に場す乾も課に゜量参゜髄鮎とて次
水合゜式有でも併約り之は四かi’に
溶にさ紡敏あ逮し一・一・ま等酷五トれ酷
液相う綜でりし仲％すの酸度ラを酸
を當すをあまま長の゜物繊位イ綜繊
用のるすりすす翠時F質維のアの維ふ張とるま゜°は強ラを素固セ中素
る力溶揚すそ若添度イ液に腿チにの揚を液合゜れし加はラ’の樹でン入非
合與はの　 か仲量最＝中しすでれ常
よふ口溶　 らびを大昌にてがあ得ic
りれ金液　一と塀と1溶膨トるる有
もばをは　贋蓉加なルか脹ラとこ利
簡縣出三　耐ふすリフし作イかとな
軍をて○　水こるまオ込用アをで貼
で細・…－1　性ととすスんをセ入あは
あく〇三　　をが共力1フで有チれり醗
り引ミ五　 ∫曾必に添nさしンそ尋ま酸
まくり層％　 す要著加1う温はるす繊す事乃濃　　ト爲な　し量　ト　し度沸事　゜維
゜も至度　 にるくををてを騰で例素
英出三と　は揚大更入一・・一・高鮎すへの
國來①し　求合とにれ緒め二゜ばア
　　　らのまミ之　とにな培てにる五ト1・＊セ
セすりを　全はり加實綜と○ララトラ゜の温　 く漸西す駿に之慶イイン
＝蒸間度　混う％るを紡を位フフ溶
1獲で四　　合云もと致ぐ溶の・・工液
スし乾0　 しふ入強しと解液’m＝に
工た燥度　 なカロれ度ま懸す艦ヨ1種　
場アに’位　 い工まはしのるでルル々　　　　　　　　　　　　　の　　　

り

等セ依の　溶法す漸た性作すフフのでトつ温　　謝もる次が質用　゜オオ物
實ンて氣　を施とにそはを之スス質
際の圃中　特す伸下れ種持等フフを
に回化に　に～二長つに々つのエエ溶
使牧致射　添と寧て依にて固11解
用はし出　加がは参る攣居腿ト1・し
し凝ま致　す出五りとはり或はでて
て固すし　る來○ま添つまは融あ置
　　o　　　　　　－5－12　“



細　絹　池　入

にゐア難し　ゾばがり据が孫座や居
庚らルでてさ1な早まへあ管力うる
しれコあ遙てルbすしまりは調な乾
而ま盈りか酷二まぎたしまエ整…装式
しせルまに酸○せ頂゜たすボ器置紡
てぬ等す堅繊％ぬ均此”°ナをを縣
染゜で゜牢維ベカミー場座硝イ鰹用の
色第膨從優素ンァの合搾子1’てひ装
す二脹て美はジセ縣面塞製で膣て澄
るのさ此で耐1トを倒…氣の作搾居は
の方せのあ水ルン得なlc毛り室り申
で法色困り性；・のらの依細ま氣まし
すは素難ま高ルみれはつ孔し筒す上
゜縣のをすくコを亥溶てをたに゜げ
此を港除゜亮1用3ζ液射用力1蓮即破
の弱透かが澤ルふ室のHiひ適絡酪ね
再V・度う而編二る氣組さま當し酸ま
生アをとし感％よが域れしなて織す
繊ル早し8・；等とり漁でるたるあ維瑛
維力めてはが畳はi氣あ綜゜金り素私
素リて多り総ふアをり峰而驕ま溶共
はにゃ激敏かやセ有ま相しで兎液の
普浸るの貼でうトしす當て作　を虚
通しの研を天なンて◎の紡つ他歴で
のてで究有然混四居ア距縣ての力は
綿其すがし絹合0るセ離管もロ計甚
縣のが出て綜溶％と1・をはよはをだ
の衷乏て居に捌・エ曇ン通之ろ紡有始
や面の居ま近をチリばつをし縣す息
うだ法りすく用1まかて長い管るなにけはま゜再ぴルすり画方゜に二や
容を縣す敏生だア゜を化形紡蓮ロリ
易鹸の　゜貼繊方ル無溶しの綜絡曝方
に化彊第の維が＝論剤た温管しにで
染し度・一第素よ1漁と所氣の、MLて入あ
まてをのi・・一人いル度しで室先あ般り
り亮害方は遭や二二をま枠に端り一ま
まのふ法染絹うO考すlc下にま方す
す繊のは色縣で％慮とま向紡すの瑛
゜維で孫のにすべせ蒸きき綜゜口次
併素用を困比゜ンね獲取に孔紡はの
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集演講i學科綜1蹴

なはのこ悩例原コ　解グミ染の㍗し
tな操とかば料1次決すンめ染な之
とい作がら紡のスにさる類だ料仕も
はかも出五綜無の酪れ染を見を事甚
申と漸來倍の水約酸る法よ木作でだ
上思次る位揚醗二繊寓がくをつゴ姑
げは手のの合酸借維と最固見て業息
勲れがで速t（，のし素思も定て用的な
ねま借は度酷便た縣ぴi適しもふ伍に方
ますけなで酸額とのま鴬ま非るや法
す粧てVb紡繊も詑峡すです常にるで
が之行かい維低憶鮎 v簡かにあ場且
さもけとで素下しは　箪ら能り合っ
うは嘆思も溶して値　 で練くまに表
云つ値は切液褐居段　　あの染す共面
ふき段れれはるりが　 ら上’ ﾜ　゜調の
やりのままつ目ま高　 うでつ既節暦
うし鮎すせな銘すい　 と顯てにがだなたは゜ ｭがが゜・　思色居英むけ
豫数恐溶　 りあ所と　はをる國づを
想字ら期恐がりがで　れ行や共か元
を上くのら罪まこす　 まふう他しの

も算コもじ良紡「格酸　 而のり々う素
大を1比やく縣は繊　 し上まのとに
ししス較う臓の漸維　何です染考厨
たたと的なヴ黙次素　 れダ゜料へす
間澤大簡装y，か下綜　にイ私がらと
違で’…差窺置コらりの　 しアの獲れ量
いぼなにで1も得値　てク考費まふ
はない滲生ス製’，，段　 もイへさすこ
ないまり産と造もは　 染ズでれ゜と
いのでま額同費の昨　 色しはて第凸は
　　　　　　　　　　　　しとi1：にすはじをだ・焦　 の次酷居三非
思從下し：茎條下とあ　問で酸リヴ）常
ひつり製四件げ思た　 題力繊ま方に
まて得造倍の得はり　はツ維し法デ
す確るのに下まれ｛dl　やプ素てはリ
゜定の途すですまZ“　がりはJ’特ヶ
　的で中る三’“－llス　 てンア際腫1
　　　　　　－5猛一



購　覇　強　八

居もるの鮎襲櫨て特合研ん　 にを
論脅雪碧窒票象穏鷺叢luく琴理響雀
にまに凡り併なの澤表・が出日てしナ
外し思fて交しいあ山さ居ての進得イ
國てはが酷之’のるあれり來入んな1・
で天れ人酸位でもりなまま造窪いY
は慧ま遭繊のあのまいすす絹行のシ
人絹す絹維初りはすのか7bl綜つでル
ts縣゜縣素歩ま極力iでへ理工たあク，
絹の日の法なして先し工論業方リキ
縣研本研は實臓少日や揚のをカミま”．
釜窪齪書會讐詫a；乞荏奮暴餐1（
展從天從未結でやリ而理一すなでシ
に來然事開果斯うカし論向と．特すル
全あ絹し拓かうでの一も世製徴かク
カま縣てでら環す雑般明の懸のらの
をりが居あ湾ふ゜誌的ら中技あ之方
墨盛一りるへ非從ににかに術るをは
し大方まやま常ても理に搬の綜改最
てでにすうしIZ私鵬論さ表方を善初
居はあ゜にて初共て的れさは造しに
りあるそ考職歩が居方てれ非るて申
專集馨ヒ言望竪金換li馨喜箆謹㌘渉
毒莞詫翁巽？饗懇晃砦筆発糞霞吉芒
だでにですスをを涌く考勿しな覧た
心し戴は゜法me’研b．遽へ論Cい寧や
細た一”k日さにけ究科tlLま一丁・しかろう
＄bi：乞、覧農鴇棊嘉鵠愚兎楚竃t」f琶琴

うしたに昏改て上乃り唯は霊へいの
に日り新國良居に至まそ立立ら酷Pt
管奈蓋と蓋夷羨ち婁需蒙馨婆慧難淫，

て遠k製繊き第か的そ愈按もS8維其
居慮の品維多でりにれi］11・術の　素の
りし9；が學くあし老かの者が　互將
まて情出滑のりだへら都やど　面來
　　　　　　．一・5ま5－一一一
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　係　行るれす
　は講は事ま゜
　ら演れなす而　すの天く“°し
　御内き人日幸
　灘容な造本ぴ
　驚は工絹はに
　を部場縣入日
　煩分がの造本
　は的績磯絹は
　しで々蓬綜パ
　たあ出に國ル
　事り來努とプ
　を貧る力しの
　感弱やすて資
　謝でうぺの源
　i致あなき立を
　しり隙で派有
　ま二もあなし
　需向聞る素て
　　御いと質居
　　参て思をり
　　考居ぴ有ま
　　にりまし．す
　　　　　　o　　なますて　　らす゜居叉
　　なが此り．苛
　　か非頃ま性
　　つ常諸す曹　　teに所゜逮
　　事結で天二
　　と樽人然硫
　　存な造絹化
　　じこ絹綜炭
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整続難，皇
　　そへのを富
　　れま計’憂に
　　にす叢慮得
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